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①令和７年～ＪＡあさか野青年部部長、
　新座市農業委員会委員所属
②サトイモ、ニンジン、ホウレンソウなど

　正直、農業は好きじゃないと続けられない、安定とは程遠い職
業、というのが本音です。天候との戦いを乗り越え、やっと収穫
した作物が、市場の価格変動によって二束三文にしかならな
いこともあり、経費を引くとほとんど手元に残らない悔しさ
があります。
　一番は、安定した価格で買い取ってもらえること。そ
して、普段皆さんが食べている農作物ひとつひとつ
に、生産者の多くの苦労が詰まっていることを知っ
ていただけたら
嬉しいです。

①令和３年～ＪＡ越谷市園芸部部長
②コマツナ 約10㌶、カリフラワー 約20㌃

　肥料・農薬・資材の価格や人件費が高騰する中、野菜の値段は
上がってきていません。主要品目のコマツナは一年を通して市場
へ契約出荷をしていますが、近年の異常気象による影響も大き
く、契約出荷数量を確保することに大変苦労しています。そんな
中、繁忙時期に栽培が上手く回せた時や、出荷先（学校給食）

や知人から野菜の出来栄えを褒められた時、おいし
かったと言われた時にやりがいを感じています。消

費者の方には、一年通して野菜を買えるあり
がたさや苦労を知ってもらい、価格面に

おいてもご理解いただけると嬉
しいです。

へ契約出荷をしていますが、近近年の異常気象
く、契約出荷数量を確保するこことに大変苦労
中、繁忙時期に栽培が上手手く回せた時や

や知人から野菜の出出来栄えを褒め
かったと言われたた時にやりがい

費者の方にには、一年通して
がたささや苦労を知っ

おおいてもご理解
しいです。

①令和元年～吉川米の会会長
　令和３年～ＪＡクラブ副会長
②米 約130㌶、ナマズ養殖

　農業を続けることは決して楽ではありません
が、「おいしいお米を届けたい」という想いが私たち
の原動力です。吉川市では特別栽培米を「吉川のし
ずく」としてブランド化し、圃場ごとに測った食味
値が80以上のお米だけを選んでいます。標準が
65とされる中で、この数値は品質への自信
そのものです。
　今年は７月末から雨が少なく水の確保
に苦労しましたが、香り豊かで甘みが
あり、もっちりとしたお米に仕上がる
よう全力を注ぎました。ぜひ新米
を味わっていただき、日本の
農業を支えてくださる
と嬉しいです。

へ
く

①令和元年～吉吉川米の会会長
　令和３年～ＪＡＡクラブ副会長
②米 約130㌶㌶、ナマズ養殖

農業を続　農業を続続けることは決続けることは決
が、「おいいしいお米を届
の原動動力です。吉川市
ずく」」としてブラン
値がが80以上のお
665とされる中
そのものですそのものです
　今年は７
に苦労し
あり、も
よう
を味
農

①令和５年～
　ＪＡほくさい監事・
　行田豆吉クラブ代表
②米 約25㌶、小麦 約10㌶
　ビール大麦 約11㌶
　行田在来枝豆「さきたまめ」約25㌃

　義父が高齢になったため、ＪＡを退
職し専業農家になりました。育苗や田
植えは重労働で、猛暑下の除草や追肥は
体力勝負です。大変な作業ですが、消費者に
おいしいお米を届け、日本の食卓を守ってい
るという誇りもあります。最近の米価格の高騰
は私も驚いていますが、適
正価格を考える良い機会だ
とも思っています。また「さ
きたまめ」は、仲間と土づく
りや肥料などの情報交換を
しながら品質向上に努めて
います。これからも、国消国
産を旗印に「さきたまめ」を
後世につなぐこと
に尽力します。

本音です。天候との戦いを乗り越え、やっと収穫
場の価格変動によって二束三文にしかならな
費を引くとほとんど手元に残らない悔しさ

した価格で買い取ってもらえること。そ
んが食べている農作物ひとつひとつ
くの苦労が詰まっていることを知っ

①令和４年～幸手市
農業後継者部会副代
表、令和５年～幸手市稲
作研究会会長、令和７年～
幸手市有機農業推進協議会
　会長
②米 30㌶

　私たち稲作農家は、気候変動や
担い手不足など生産環境が厳しさを
増す中でも、安全・安心でおいしいお米
を消費者の皆さまに届ける責任を胸に、
日々努力を重ねています。自然と向き合う
営みは決して容易ではありませんが、皆さま
の「おいしい」の声が何よりの励みです。
　豊かな田園風景と食文化を次世代へつ
なぐため、地域の担い手としての誇り
を持ち、一粒一粒に心を込めて農業
に取り組んでいます。

や私たち稲作農家は、気候変動や
を担い手不足など生産環境が厳しさを

す中でも、安全・安心でおいしいお米
費者の皆さまに届ける責任を胸に、
力を重ねています。自然と向き合う
決して容易ではありませんが、皆さま
い」の声が何よりの励みです。
園風景と食文化を次世代へつ
域の担い手としての誇り
粒に心を込めて農業
す。

①令和５年～ＪＡ南彩理事・
ＪＡ南彩アグリスト（青年部）所属

令和７年～埼玉県果実連合会副会長
②梨 約１㌶

　近年の異常気象による猛暑や、資材・肥料の価
格高騰など厳しい環境が続いていますが、丹精込めて

育てた梨を“待っていました”と声をかけていただけること
が、何よりの励みです。栽培には一つ一つこだわりを持ち、品質

の高い梨をお届けできるよう日々工夫を重ね、愛情を注いでいま
す。農業は苦労も多いですが、消費者の皆さまに喜んでいただける
瞬間に大きなやりがいを感じます。国産農産物を選んでいただくこ
とが、私たち農家の力となり、地域の農業を守ることにつながり
ます。国消国産の輪が広がることを願い、これから
も誇りをもって梨づくりに励んで
まいります。

①令和３年～ＪＡ越谷市園芸部部部長
②コマツナ 約10㌶、カリフラワワー 約20㌃

肥料・農薬・資材の価格や人人件費が高騰する中、野菜の値段は
上がってきていません。主要品目のコマツナは一年を通して市場
へ契約出荷をしていますが 近近年の異常気象による影響も大きへ契約出荷をしていますが、近近年の異常気象へ

す。農業は苦労労も多いですが、消費者の皆さまに喜んでいただける
瞬間に大きなややりがいを感じます。国産農産物を選んでいただくこ
とが、私たち農農家の力となり、地域の農業を守ることにつながり
ます。国消国産のの輪が広がることを願い、これから
も誇りをもっても誇りをもってて梨づくりに励んで
まいります。 　　①令和２年～ＪＡさいたま農業後継者理事

令和３年～５年　ＪＡ埼玉県青年部協議会委員長
　　　　　　　②イチゴ、露地野菜 約１㌶

　私が県の委員長になった頃にちょうどコロナウイルスが流行り出して、米の
減反が叫ばれ、そして今、米価をめぐって混乱が続いています。良く言えば、今ま
で農業に関心のなかった人がこちらを気にし始めたとも言えます。ただ、赤字
なら辞めればいいのに、と思われているのは、悲しいです。私たちは消費者の
食を守っている、農地を守っているのだと自覚する必要があるし、営農の手
を止めるわけにはいかないのです。
　若い人が魅力を感じるような、尊敬できるような“かっこいい”農家であ

りたいと考えています。農家が元気で頑張ればＪＡ職員もや
りがいが出て、お互いにとっていい関係

になると思います。

ＪＡ南彩

ＪＡ埼玉みずほ
幸手市天神島　
合同会社Ｅｎｏｋｉ Ｒｉｃｅ　

植竹 一寿さん(55)
うえ   たけ かず  ひさ

久喜市菖蒲町上大崎　
梨の大澤農園

大澤 一樹さん(49)
おお   さわ かず   き

さいたま市見沼区

森田 泰弘さん(54)
もり     た やす ひろ

越谷市小曽川
フジイ園芸

藤井 光樹さん(42)
ふじ     い みつ　き

吉川市三輪野江
農事組合法人 吉川受託協会

日暮 美明さん(55)
ひ   ぐらし よし　あき

新座市あたご

清水 徹三さん(52)
し    みず てつ　ぞう

①令和
新座
②サト

正直
業、とい
した作
いこと
があり
一番

して、普
に、生産
ていた
嬉しい

新座市

ＪＡさいかつ

行田市荒木　
（株）ノムラファーム　

小松 裕幸さん(55)
こ　まつ ひろ  ゆき

ＪＡほくさい

ＪＡあさか野

ＪＡさいたま

ＪＡ越谷市

の声
して厳しい上に、消費者が農業や
にあるとは言えない。今回の特集
ッセージを紹介する。農業の“今”
てもらいたい。
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ＪＡちちぶ

ＪＡ埼玉中央

ＪＡ埼玉ひびきの

鶴ヶ島市藤金
黒岩農園

黒岩 一太さん(41)
くろ   いわ いち　 た

秩父市太田
石橋農園

石橋 　修さん(53)
いし   ばし おさむ

吉見町南吉見

小池 貴史さん(47)
こ    いけ たか　 し

上里町七本木

白須 貴裕さん(45)
しら    す たか   ひろ

深谷市柏合

塚越 健一さん(48)
つか  ごし けん   いち

熊谷市玉井　
鯨井農場　

鯨井 義之さん(44)
くじら　い よし  ゆき

鶴ヶ島市藤金

①令和７年～ＪＡいるま野青年後継
者組織連絡協議会会長

②ナス、ホウレンソウ、
　　  ニンジンなど約３㌶

資材等の価格は従来と比較して約３倍にもなっ
ているのが現状です。近年の猛暑・水不足に対して、

追加で井戸を掘るなどの対応もしました。農業を取り
巻く環境は依然として厳しいですが、それでも私は地元
の「旬」で新鮮な野菜を消費者にお届けするため、
安全・安心に食べられる野菜をお届けするた
め、日々農業に励んでいます。
　農産物は「スイッチを押せば出来
上がり！」でもなければ、作ったもの
全てが商品になるわけでもありま
せん。毎日、農家が我が子のよう
に大切に愛情を込めて農産物
を育てていることを知ってい
ただければ、我々の励み
にもつながります。

ぶ

修さん(53)
おさむ

①令和７年～
者組織連絡

②ナス、ホウレンソウ、
　　  ニンジンなど約３㌶

資材等の価格は従来と比較して
ているのが現状です。近年の猛暑・水

追加で井戸を掘るなどの対応もしました
巻く環境は依然として厳しいですが それで巻く環境は依然として厳しいですが、それで
の「旬」で新鮮な野菜を消費者にお届け
安全・安心に食べられる野菜をお届け
め、日々農業に励んでいます。
　農産物は「スイッチを押せば
上がり！」でもなければ、作ったも
全てが商品になるわけでもあり
せん。毎日、農家が我が子のよう
に大切に愛情を込めて農産物
を育てていることを知 てい

①平成28年～ＪＡちちぶ園芸部会所属
   令和３年～同部会青年部長
②キュウリ 20㌃、トマト ２㌃

　地域ブランドの「秩父きゅうり」は春・秋作でハウス栽培を行
い、市場出荷しています。このキュウリは個人ではなく、部会で
出荷しているため、部会全体で品質向上に取り組んでいます。
私が青年部長を務めるこの部会は広い年齢層が所属して
いて、講習会も他産地に負けないくらい熱心に行って
います。きっちりした栽培・規格講習会、出荷時の
厳しい検査により、高い評価を得ています。
　ベテランと若手が共に高め合いなが
ら頑張っていますので、ぜひ買って食
べて応援してもらいたいです。

7)
①平成28年～ＪＡちちぶ園芸部会所属
   令和３年～同部会青年部長
②キュウリ 20㌃、トマト ２㌃

①平成28年～
　ＪＡ埼玉中央吉見町主穀研究会理事
　令和４年～吉見町湛直水稲栽培研究会会長
②米 約13㌶、小麦 約２㌶

　農業関係の会社を退職後、2011年に親元就農しました。県
認証特別栽培にも取り組み、品質と食味にこだわった安全・
安心な米作りを実践しています。
　肥料や農薬、資材、燃料代が上がっている中ではあります
が、受け継いだ田んぼを守っていくため、また、おいしいお米
を楽しみにしてくれている方のために、精一杯頑張っていま
す。ぜひ、米価への価格転嫁は理解してほしい
なと思います。

熊谷市玉井
鯨井農場　

鯨井 義之
くじら い よし  

深谷市柏合

塚越 健一さ
つか  ごし けん いち

①令和７年～ＪＡふかや
　深谷ゆり部会部会長
②ＬＡユリ 約120㌃

　日本のユリ生産者の球根は、
オランダからの輸入がほとんど
です。日本国内の生産資材等の価格
高騰に加え、オランダ国内の情勢の
変化による値上がりの影響を受け、厳
しい状況が続いています。また、近年の猛
暑の影響で、通常の栽培方法では良質なユ
リを作ることは難しく、生産者は高温に強い
品種を試験的に栽培して選定したり、遮熱材や
ミストを使って栽培するなど様々な取り組みをし
ています。
　そんな中でも、秀品が作れると非常に嬉
しく、市場などからお褒めの言葉をいた
だくと励みになります。より良いものが
作れるように努力していますので、
ぜひ手に取っていただき、１本で
も家に飾ってもらえると嬉しい
です。45)

①平成28年～
　ＪＡ埼玉中央吉見町主穀研究会理事
　令和４年～吉見町湛直水稲栽培研究会会長
②米 約13㌶、小麦 約２㌶

就農しました。県　農業関係の会社を退職後、2011年に親元就
だわった安全・認証特別栽培にも取り組み、品質と食味にこだ

安心な米作りを実践しています

です。
高騰に
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しく、市場などからお褒めの
だくと励みになります。よ
作れるように努力し
ぜひ手に取って
も家に飾って
です。

①令和元年～２年
　上里一元出荷協議会白菜・
　キャベツ部会部会長
　　　　②ハクサイ ６㌶
　　　　　ブロッコリー ６㌶、ネギ ２㌶

　上里町のハクサイの生産は、ＪＡの系
統出荷で県内の８割以上を占めるほど。そ
んな一大産地を支える担い手であることに誇
りを持って、日々農業に励んでいます。また、若手が部
会の運営に積極的に参加し、それをベテランが支えると
いう、世代間で良い連帯ができていますし、ＪＡと有志農家が
協力してＪ―ＧＡＰの取得に取り組むなど、とても活気のある地域
でもあります。

　酷暑などの天候不順が経営に大きな影響を及ぼしていま
すが、私たち生産者は様々な努力をして消費者の皆さんのも

とに野菜をお届けしています。皆さんには野菜をいっ
ぱい食べてもらうことで、産地を応援

していただきたいです。

さん(48)

熊谷市玉井

和７年～ＪＡふかや
谷ゆり部会部会長
Ａユリ 約120㌃

本のユリ生産者の球根は、
ンダからの輸入がほとんど
日本国内の生産資材等の価格

ユ
強い
材や
みをし

と非常に嬉

日本国内の生産資材等の価格
に加え、オランダ国内の情勢の
による値上がりの影響を受け、厳
状況が続いています。また、近年の猛
影響で、通常の栽培方法では良質なユ
作ることは難しく、生産者は高温に強
を試験的に栽培して選定したり、遮熱材
トを使って栽培するなど様々な取り組み
ています。

そんな中でも、秀品が作れると

　　①令和６年～ＪＡくまがやアグリユース会長
　　 令和７年～ＪＡ埼玉県青年部協議会副委員長
 ②米 11㌶、小麦 13㌶、ブロッコリー １㌶

　暑い街として有名な熊谷市で、米麦や露地野菜を生産してい
ます。日々、農業の根幹である土づくりに重点を置き、真剣に農
業に取り組んでいます。私は、農家の「家」は化学の「化」と考
えています。年々暑さが増している気候変動へのアプロー
チとして、土壌診断を有効活用し、農産物が育ちやすい環
境を整えるため、適正な土づくりを行っています。
　今後も、作物の収穫
量増加や品質向上に
努め、多くの消費者
に満足してもらえ
る農産物づくり
を心がけてい
きたいです。

ＪＡふかや

ＪＡくまがや

ＪＡいるま野

生産者
　農業を取り巻く状況は依然と
生産者について知る機会も十分
では県内各ＪＡの代表者からのメ
を、生産者の訴えを、ぜひ感じ

県内

Ⓒみんなのよい食プロジェクト
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つ
い
て

８
月
28
日
の
議
案

①
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
運
営
規
程
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

②
個
人
情
報
取
扱
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

③
令
和
７
年
産
出
荷
契
約
米
概
算
金
単
価
に
つ

い
て

④
理
事
と
組
合
と
の
取
引
の
承
認
（
追
認
）
に

つ
い
て

⑤
理
事
と
組
合
と
の
取
引
の
承
認
（
追
認
）
に

つ
い
て

　

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田
中
央
支
店
、

加
須
中
央
支
店
と
会
場
を
移
し
て
土
地
・
建
物

や
税
務
・
法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご

相
談
の
あ
る
方
は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

11
月
４
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
よ
り

　
　
　
　

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
行
田
中
央
支
店 

〈
ご
予
約
窓
口
〉　
Ｊ
Ａ
本
店　

資
産
管
理
課

　
　
　
　
　
（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

　
　
　
　
　

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

税
務
法
律
相
談

11
月
４
日
行
田
中
央
支
店
で
開
催

TEL 090‐8850‐3715（携帯）当日問い合わせ先

※駐車場はご用意しておりますが数に限りがあります。予めご了承ください。
※車いすをご利用の方については、園内の障害者用駐車場がご利用いただけます。
※公共交通機関は国際十王交通の路線バスをご利用ください。

住所 ： 熊谷市上川上300

熊谷駅
JR高崎線

国道17号

北大通り

北口

国道17号熊谷バイパス

彩の国くまがやドームラグビー場

至前橋 至さいたま

八木橋百貨店

太
田
熊
谷
線

熊
谷
館
林
線

国
道
1
2
5
号

秩父鉄道

末広末広

肥塚肥塚柿沼柿沼

熊谷女子高前熊谷女子高前

熊谷スポーツ
文化公園入口
熊谷スポーツ
文化公園入口

熊谷市役所

会場:熊谷スポーツ文化公園
（にぎわい広場・陸上競技場）

熊谷市
熊谷スポーツ文化公園
（にぎわい広場・陸上競技場）

会 場
同
時
開
催

同
時
開
催

彩の国
米まつり

美味しさいっぱい
畜産フェア

2025
国際協同組合年コーナー

フリーマーケット
15日（土）のみ

彩の国さいたま動物愛護フェスティバル
16日（日）のみ

天候、事故等により予告なく変更・中止する場合がございます。予めご了承ください。

■主　　　催／ 彩の国食と農林業の祭典実行委員会
■後　　　援／ 農林水産省・埼玉県教育委員会・埼玉県市長会・埼玉県町村会・熊谷市・
　　　　　　　  埼玉県農業協同組合長会・くまがや農業協同組合・埼玉県生活協同組合連合会・
　　　　　　　  埼玉県消費者団体連絡会・埼玉新聞社・テレ玉・FM ＮＡＣＫ５
■協　　　賛／ むさしの村・株式会社農協観光
■問い合わせ先／ 彩の国食と農林業の祭典実行委員会事務局　TEL:048-829-3309
■主　　　催／ 熊谷市産業祭実行委員会
■問い合わせ先／ 熊谷市産業祭実行委員会事務局（農業政策課内）　TEL:048-588-1321（内線327・339）
■主　　　催／ 熊谷市
■問い合わせ先／ 熊谷市市民部安心安全課　TEL:048-524-1111（内線285）

彩の国 食と農林業
ドリームフェスタ

熊谷市産業祭

くまがや
交通安全フェア

AM10:00▶PM3:00

埼玉県マスコット
「コバトン」 

11月令和7年

15●16●土 日

66116161616161111111111116666611161161611166666 みのみのみ●の●の●の●ののののののののみ●のの●●●●●●●●●●●●●●●●● みみみののののののみの●●●●●●●●●●●●●●●●のののののののののみみみみ●●●●●●●●●●●●●●16●のみ日

交
通
安
全
フ
ェ

ア

く
ま
が
や

ド

リ
ームフェスタ

消防
コー
ナー

　

熊
谷
市
産
業
祭

　

農
産
物
共
進
会
・
受
賞
農
産
物
即
売
会
開
催

雨天決行

入場
無料

熊谷市マスコットキャラクター
「ニャオざね」

マスコット埼埼玉玉県マ県マスマススコット
トントコバトンコバトン「「コバコバトントンン」

暮ら
しのとなりが産地です。

Ⓒ熊谷市

産
業

マスコットキャラクター谷谷市マ市マスマススコットトキキャャララクタクターター
ニャオざね「ニ「ニャニャャオオざねざねね」

ⒸⒸⒸⒸ熊熊谷谷市

2025
彩の国

令和７年秋のイベント予定をお知らせします。
詳細については各基幹支店・営農経済センターにお問い合わせください。

秋のイベントのお知らせ秋のイベントのお知らせ

基幹支店 イベント名 開催予定（日付）
行 田 中 央 行田農協まつり 12月 ６日㈯

川 里 中 央 かわさとフェスティバル 11月 ９日㈰
鴻巣市産業祭 11月15日㈯

羽 生 中 央 羽生市農業まつり 11月29日㈯
加 須 中 央 加須地域農業まつり 11月23日㈰
騎 西 中 央 騎西銀杏祭 11月 ２日㈰
北 川 辺 北川辺ふるさと秋まつり／産業祭 10月26日㈰
大利根中央 加須市童謡のふる里おおとね市民まつり 11月 ９日㈰

❹



ＪＡほくさい年金友の会 会員の集いのご案内ＪＡほくさい年金友の会 会員の集いのご案内
地域の
皆さまへ

紹介キャンペーンのご案内

友達を紹介して
年金友の会歌謡ショー

無料ご招待プレゼント実施中！
★ 当ＪＡに年金受取口座を新たにご指定い
ただけるお客様をご紹介いただいた場合、
ご紹介していただいた方と、ご紹介さ
れた方をペアで原田悠里 歌謡ショー
にご参加いただけます。
さらにご紹介者と、ご紹介された方それぞれに
記念品プレゼント（先着200名様）
※詳しくは、お近くの支店へお問合せください。

原田悠里 歌謡ショー原田悠里 歌謡ショー
開催決定！開催決定！

年金友の会会員の集い　令和７年度開催日程（場所：むさしの村）
12月 ２日㈫ 加須中央支店管内
12月 ３日㈬ 行田中部支店・行田中央支店管内
12月 ４日㈭ 川里中央支店・騎西中央支店管内
12月10日㈬ 北川辺支店・大利根中央支店管内
12月11日㈭ 羽生中央支店管内

※新型コロナウイルスの感染状況により中止になる場合がございます。

❺



令和７年令和７年1212月月７７日日日日
●●開催場所  むさしの村開催場所  むさしの村
  加須市志多見1700-1  加須市志多見1700-1
　  ☎0480-61-4126　  ☎0480-61-4126
●●募集人数 男性20名（25歳から45歳まで）募集人数 男性20名（25歳から45歳まで）
  ※ほくさい管内限定  ※ほくさい管内限定
  女性20名（25歳から45歳まで）  女性20名（25歳から45歳まで）
●●参加費用 男性4,000円　女性1,500円参加費用 男性4,000円　女性1,500円
●●申込期限  令和７年11月28日申込期限  令和７年11月28日㈮㈮

ＪＡほくさい　　　　　婚活交流会
むさしの村むさしの村

※お名前・住所・連絡先・年齢を明記しお申込みください。
※お申込み多数の場合は先着順とさせていただきます。

お申込みは右記の
二次元コードから
お申込みください

お問合せ先

ＪＡほくさい営農支援課　担当：渡辺

☎048-563-3000

XmasXmas
in

当日プログラム（予定）
13：30 むさしの村集合・  　　受付開始
14：00 全員と1対1  自己紹介タイム
15：10 スイーツタイム
15：40 フリートークタイム
16：00 マッチングタイム
16：30 終了・解散

参加者
募集！

❻
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農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

　

令
和
７
年
産
の
麦
類
は
11
月
播

種
で
は
出
芽
・
苗
立
ち
が
良
好
で

順
調
な
初
期
生
育
で
し
た
が
、
12

月
播
種
で
は
乾
燥
と
寒
波
に
よ
り

出
芽
が
揃
わ
ず
茎
数
も
不
足
す
る

ほ
場
が
目
立
ち
ま
し
た
。　

　

近
年
、
冬
季
に
一
か
月
以
上
降

雨
が
な
い
一
方
、
大
雨
が
降
る
事

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
影

響
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
栽
培

基
本
技
術
を
再
度
確
認
し
、
麦
類

の
高
品
質
・
安
定
生
産
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

一　

出
芽
・
苗
立
ち
の
安
定

　

大
雨
に
よ
る
湿
害
は
、
出
芽
・

苗
立
ち
不
良
の
原
因
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
以
降
の
生
育
不
良
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
弾
丸
暗
渠
や
排

水
溝
（
明
渠
）
を
必
ず
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

　

深
さ
２
〜
３
㎝
程
度
に
播
き
、

良
好
な
初
期
生
育
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
播
種
時
の
土
壌

水
分
と
そ
の
後
の
天
気
の
見
極
め

も
重
要
で
す
。

　

播
種
後
の
鎮
圧
は
、
苗
立
ち
や

除
草
剤
効
果
の
安
定
の
た
め
、
原

則
行
い
ま
す
。
土
壌
が
乾
燥
し
て

播
種
後
も
雨
が
降
ら
な
い
予
報
の

場
合
は
、
強
め
に
鎮
圧
し
ま
し
ょ

う
。
逆
に
、
ロ
ー
ラ
ー
に
土
が
つ

く
ほ
ど
土
壌
水
分
が
高
い
場
合
は

鎮
圧
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

二　

適
期
・
適
量
は
種
（
表
１
）

　

播
種
適
期
を
守
り
、
薄
播
き
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
播
種
が
遅
れ

る
場
合
は
、
播
種
量
を
１
〜
２
割

増
や
し
ま
し
ょ
う
。

　

種
子
に
は
ベ
ン
レ
ー
ト
Ｔ
コ
ー

ト
を
乾
燥
重
量
0
・
5
％
（
種
子

10
㎏
に
対
し
50
ｇ
）
の
割
合
で
粉

衣
し
、
な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病
や
斑
葉

病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

三　

適
正
施
肥
（
表
１
）

　

収
量
・
品
質
を
確
保
す
る
た
め
、

適
正
な
施
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

土
壌
が
酸
性
に
傾
い
て
い
る
ほ

場
は
石
灰
質
肥
料
を
施
用
し
て

p
H
を
調
整
し
ま
す
。
ま
た
、
地

力
が
低
い
ほ
場
は
、
堆
肥
を
施
用

す
る
な
ど
、
地
力
増
進
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

四　

雑
草
防
除
（
表
２
）

　

除
草
剤
の
散
布
は
、
ほ
場
の
優

占
雑
草
や
麦
類
の
ス
テ
ー
ジ
を
考

慮
し
、
適
切
に
行
い
ま
し
ょ
う　

　

近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
ス
ズ

メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
は
、
①
稲
刈
後
に

浅
く
耕
し
、
雑
草
種
子
の
発
芽
を

促
す
。
②
麦
類
播
種
前
に
非
選
択

性
除
草
剤
を
散
布
す
る
。
③
播
種

作
業
は
、
耕
起
５
〜
６
㎝
の
浅
耕

ま
た
は
不
耕
起
で
行
う
。
の
３
つ

の
対
策
が
効
果
的
で
す
。

　

①
、
②
は
、
雑
草
種
子
密
度
を

下
げ
る
対
策
。
③
は
土
中
に
生
存

し
て
い
る
雑
草
種
子
を
発
芽
さ
せ

な
い
対
策
で
す
。

五　

麦
踏
み

　

麦
踏
み
は
、
根
張
り
を
良
く

し
て
徒
長
や
無
効
分
げ
つ
を
抑

え
、
倒
伏
や
凍
霜
害
を
防
ぐ
効
果

が
あ
り
ま
す
。
天
候
や
土
壌
水
分

に
注
意
し
、
３
葉
目
が
見
え
た
ら

行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
年
内
に
１

回
、
年
明
け
以
降
は
、
茎
立
ち
前

（
３
月
中
旬
頃
）
ま
で
に
合
計
２

〜
３
回
を
目
標
に
実
施
し
ま
し
ょ

う
。
踏
む
間
隔
は
２
週
間
以
上
開

け
ま
し
ょ
う
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

令
和
７
年
産
麦
類

令
和
７
年
産
麦
類

初
期
栽
培
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

初
期
栽
培
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

表１　10ａあたりの播種及び施肥の目安（水田作･ドリル播き）

麦　種 品　種
播種 施肥

播種適期 播種量
ドリル播

基肥施用量
（高度化成
14-14-14）

追肥時期 追肥施用量
（硫安）

小　　麦 あやひかり 11/20～30 6～8㎏ 60㎏ 3/上～中 10㎏

二条大麦 ニューサチホ
ゴールデン 11/25～12/5 5～6㎏ 45～50㎏ ※2/下 ※10㎏

六条大麦 すずかぜ 11/15～25 5～6㎏ 50㎏ 2/中～下 10㎏
※ニューサチホゴールデンでは、「ビール大麦粗タンパク含量分析結果」で低いと指摘された場合や
　葉色が低下した場合は、窒素成分で2㎏/10aを上限に施用しましょう。

表２　一年生雑草に適用のある除草剤の例
除草剤名 使用時期 使用方法 使用量/10a 散布液量/10a 本剤使用回数 RACコード

ラウンドアップ
マックスロード*

耕起前又はは種前まで（雑
草生育期） 雑草茎葉散布 200～500ml 通常散布50～100L少量散布25～50L 3回以内 ９

クリアターン細粒剤Ｆ は種直後（雑草発生前） 全面土壌散布 4～5㎏ － 1回 ３,５,15

ムギレンジャー乳剤 秋播栽培のは種後出芽前
（雑草発生前） 全面土壌散布 300～600ml 通常散布50～100L少量散布25～50L 1回 ５,15

ボクサー 秋播栽培のは種後～麦2葉期
（雑草発生前～発生始期）

雑草茎葉散布又
は全面土壌散布 400～500ml 大麦 70～100L 2回以内 15小麦 50～100L

リベレーターフロアブル は種後～麦3葉期（雑草発生
前～イネ科雑草１葉期まで）

雑草茎葉散布又
は全面土壌散布 60～80ml 100L 1回 12,15

＊多年生イネ科雑草も対象
○農薬使用の際は、容器のラベル表示を必ず確認し、使用基準に従って使用しましょう。　○令和７年９月１日現在の登録内容で作成しています。
○農薬の飛散防止・農薬使用記録の記帳に努めましょう。
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁～11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ＪＡは８月28日に、ＪＡ北川辺支店敷地内集荷場で「コ
シヒカリ」の初検査を行いました。
　初検査には、生産者とＪＡの他、野中厚衆議院議員、地元
の県議会議員、加須市長、県加須農林振興センター、ＪＡ全
農さいたまら関係者計60人が集まりました。
　検査に先立ち、ＪＡの大塚宏組合長は「集荷した米を全農
へ出荷する他、直販と販路拡大に力を入れ、農業者の所得増
大を目指したい」と挨拶しました。
　同支店管内の農家24戸から集荷した「コシヒカリ」
2,540袋（１袋30㌔ ）とフレコン12本（１本1,020㌔ ）を、

農産物検査員の資格を持つ同ＪＡ職員が、米袋やフレコンから試料を抜き取り、形質や色、虫の被害などを確認し格
付けしました。
　検査では、高温障害の影響はみられたが斑点米は最小限に抑えられていました。生産者の山崎瑞枝さんは「水管理
や適期の追肥など、出来ることは精一杯やった」と話していました。
　「コシヒカリ」は、ＪＡ全農さいたまに出荷する他、同ＪＡ農産物直売所５店舗で販売しています。

コシヒカリ初検査

挨拶する大塚組合長
坂本農産物検査員から

等級の説明を受ける山崎さん（右）

　ＪＡ青年部は８月８日に、ＪＡ本店で第４回通常総会を開催しました。
　同部員の他、ＪＡや県加須農林振興センターら17人が出席しました。
　開会に先立ち、岡博和部長は「部員をはじめＪＡや行政の協力もあり、
青年部も設立５年目に入ります。地域に貢献できるイベントや研修会な
ど計画して、活発に活動していこう」と挨拶しました。
　議案は第１号議案令和６年度事業報告及び収支決算書について、第２
号議案令和７年度事業計画及び収支予算書について審議され、すべて承
認されました。

　ＪＡは８月９日に、市民プラザかぞで「夏休み親子料
理教室」を開きました。　　
　ＪＡのファミリーマガジン『家の光』を活用し、親子
で和食の文化を受け継ぎ、牛乳の消費拡大を目的に乳製
品のメニューを取り入れて食育活動を実施しました。
　参加した親子は５組13人で、ＪＡ埼玉県中央会、Ｊ
Ａ女性部、ＪＡ職員が指導しました。
　メニューは「いなりずし」と「冷汁」、「フルーツ牛乳

寒天」の３品。いなりずしは、定番の俵型と好みの具材を盛り付ける飾りいなりの二種類を作りました。
　ＪＡ女性部の長谷川タマ子部長は「いなりずしに具材や味付けでアレンジを加えて、見た目も楽しく作ってみてほし
い。お祝いやお弁当にぴったりで、栄養アップにもなる」と説明しました。

　川里地区の花き農家は、毎年、夏期の猛暑を避けて花苗の栽培をする
ために、高冷地の栃木県日光市の戦場ケ原に花苗を移して育苗していま
す。
　今年は18軒の農家が花苗を山上げしました。
　ＪＡは８月27日に、ＪＡ役職員が現地を訪れ生産者を激励しました。
　ガーデンシクラメンなどの花苗10万ポットを山上げ栽培している広
田園の小河原正純代表は、大塚宏組合長らに「元々、低温による花芽分
化で山上げをする目的だったが、今では酷暑により平地で育つものが育
たなくなり避暑の意味で山上げをする目的に変わってきた」と山上げの
苦労を語りました。

ＪＡ青年部が通常総会を開催

ＪＡが夏休み親子料理教室を開催

山上げ・ＪＡ役職員が花き生産農家を激励

総会に出席する来賓と
ＪＡ青年部員に挨拶する岡部長

広田園小河原代表（右）から花き栽培について説明
を受ける（左から）大澤治雄常務、大塚組合長、新
井健夫川里中央基幹支店長

いなりずし 料理を教える長谷川部長（左）と
参加者の親子ら

❾



当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁～11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　行田豆吉クラブは、10月上旬から行田市のブランドエダマメ「さきたまめ」の出荷
を始めました。ＪＡ行田農産物直売所や量販店で10月20日頃まで販売します。
　会員は７人で作付け面積は２㌶。県内市場等へ６㌧の出荷を目指します。
　同クラブの小松裕幸代表は「今年の夏は猛暑日が続き、雨が少なかった。過酷な環境
下での栽培となったが、猛暑を見越してほ場管理を徹底したので、良質な枝豆に仕上が
った。多くの方に行田の「さきたまめ」を味わっていただきたい」と話しています。

※小松代表のコメントは特集ページでも紹介しています

　ＪＡ羽生資産管理友の会は７月19日に、ＪＡ本店で西田芳
秋税理士による「令和７年度税制改正と実務」と題した研修会
を行い、会員15人が参加しました。
　会員は、基礎控除などの税務改正や相続税法の改正等の説明
に、メモを取りながら熱心に耳を傾けていました。
　同会の三木敏男会長は「難しい税務について実例を交えて分
かりやすく解説いただき、大変勉強になりました」と話してい
ました。

　ＪＡは８月７日、15日、22日、29日の４回、ＪＡの
羽生中央支店、加須中央支店、本店で、行田市、羽生市、
加須市の子ども食堂に、加須市騎西地区で採れた特産の
梨「幸水」を合計で約210㌔ 寄贈しました。
　ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積立金を活
用した、地域貢献が目的です。
　梨を受け取ったＮＰＯ法人羽生子育てサポートキャロ
ットの清水浩美理事は「果物は子ども達の大好物。この
時期の梨は大変貴重で大量にいただきありがたい」と礼
を述べました。
　羽生中央支店の武井忠行基幹支店長は「当ＪＡは梨の
産地で、出始めの「幸水」はとても美味しく好評だ。子
ども達に旬の梨を味わってもらい、暑い夏を乗り切って
ほしい」と話していました。
　梨は、子ども食堂などで、支援を必要とする子どもと
その家族約700人に振舞われました。

「さきたまめ」出荷スタート

ＪＡ羽生資産管理友の会で税務研修

ＪＡが子ども食堂に梨を寄贈

「さきたまめ」を手にする
小松代表

西田税理士の研修を受ける会員の皆さん

「さきたまめ」の特徴
①口いっぱいに広がる濃いコク
②他の在来種に比べてタンパク質が豊富で
脂質が控えめ、ショ糖の含有量が多い

③茹でた瞬間に芳醇な香りが広がる

加須中央支店

営農経済部羽生中央支店
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁～11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　北埼地区野菜一元共販連絡協議会（北埼一元）は、
８月18日から19日まで、栃木県のホテル鬼怒川御苑
で、同協議会役員と運営委員、全農埼玉県本部、主力
市場ら27人が参加し、令和７年度北埼一元取引協議
会を開きました。
　開会に先立ち、同協議会の大塚宏会長は「今後も、
迅速な情報提供と安定的な供給体制を確保しますので、市場での生産意欲向上につながる価格形成をお願いしたい」と
挨拶しました。
　令和７年度の販売実績、令和８年度の販売方針・出荷計画、産地情勢などについて協議しました。
　また、役員と取引市場が、活発な意見交換を行いました。

北埼一元が取引協議会を開催

取引協議会にて大塚会長（中央）他関係者ら

　ＪＡは８月27日に、行田市の落合哲男さんのほ場25㌃で、水稲新品種「えみほ
ころ」の現地検討会を行いました。
　同市内では初の試みで、水稲生産者や県加須農林振興センター、ＪＡ職員ら26
人が参加しました。
　令和８年産からの一般栽培を前に、試験的に栽培しているほ場で生育などを確認
することが目的です。
　落合さんは「今年はイネカメムシ防除を２回行い、ほ場管理も徹底したので順調
に生育している」と話していました。

　ＪＡ行田営農経済センター荻原陽介代理は「生産者に『えみほころ』の特性や栽培等の情報発信し、普及拡大を目指
したい」と話していました。

　ＪＡ女性部西・志多見支部は、８月４日に加須市の志多見公民館で、８月
22日に同市の不動岡コミュニティセンターで地元の高齢者を招き「ふれあい
デイサービス」を開きました。
　両日合計で28人が参加しました。
　参加者は、午前に介護士の健康講和や脳トレ、箸袋を作り、お昼に女性部が
手作りしたお弁当で舌鼓を打ちました。午後は「あんたがたどこさ」の歌に合
わせてリズムゲームを楽しみました。
　同支部の川島ふさ子支部長は「参加者に喜んでもらえるように、お弁当を試
作して部員同士で意見を出し合った。美味しかったとの声をいただき、やり甲
斐を感じた」と笑顔を見せました。

　騎西農産物直売所利用組合は8月26日に、山梨県へ研修旅行に出かけまし
た。参加者は21人。同県甲府市のＪＡ農産物直売所「たべるＪＡ（じゃ）
んやまなし」を視察後、シャインマスカット狩りを楽しみました。　
　石川久雄組合長は「山梨県はフルーツ王国。今が旬のシャインマスカット
を食べてみんな笑顔だった」と話していました。

　ＪＡ農産物直売所５店舗で、９月６日～12日の７日間、新米収穫祭を開催しました。
北川辺産「コシヒカリ」を中心に新米を特別価格で販売し、５店舗で合計16㌧の新米
を売り上げました。
　羽生農産物直売所で新米を購入した出井乃里子さんは「新米を買う来店客の多さに驚
いた。新米を食べるのが楽しみ」と笑顔で話していました。

「えみほころ」の現地検討会を開催

ＪＡ女性部西・志多見支部が「ふれあいデイサービス」を開催

騎西農産物直売所利用組合が研修旅行へ

各直売所が新米収穫祭を開催

「えみほころ」の生育を確認する落合さん
（左）と県加須農林振興センター担当者ら

女性部の手作り弁当に舌鼓を打つ参加者

シャインマスカット狩りの説明を受ける会員の皆さん

新米を手にする出井さん（右）
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はにゅう通通 信信
各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所を
ご紹介します。

今回は羽生地区です。

　ＪＡほくさい女性部村君支部が８月６日に誕生しました。村君地区を中心に「食」と「農」に興味のある
女性12人が集まり結成しました。初代支部長の落合ハツ子さんはバイタリティにあふれ、米農家を営む傍ら、
ＪＡ羽生農産物直売所で「はつこバァバの手作りシフォンケーキ」を販売しています。
　料理作りと手芸が得意な部員の皆さんは、支部が出来る前からレシピを作って料理教室を開いたり、「籠
バック」作りを教え合ったりして交流を深めていました。
　地域貢献にも興味があり、今年度は村君支部管内の高齢者を招待して「ふれあいデイサービス」を開きた
いと、目を輝かせる部員の皆さんでした。

酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

ＪＡほくさい女性部
村君支部が
誕生しました！

設立総会記念に、落合支部長が作った籠バックとシフォン
ケーキを手にする部員の皆さんと落合支部長（前列中）

総会記念にしおりを作る
部員の皆さん

完成したしおり
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す
。「
生
者
必
滅
」

「
会
者
定
離
」
の
諺
の
ご
と
く
、
相

続
は
い
つ
か
必
ず
発
生
す
る
も
の
で

す
。
起
こ
り
得
る
で
き
ご
と
を
想
定

し
て
今
か
ら
将
来
に
備
え
る
こ
と
が

相
続
対
策
で
す
。

な
ぜ
共
済
な
の
か

　

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
相

続
で
は
、
お
葬
式
費
用
、
生
活
の
立

ち
直
り
資
金
、
相
続
税
の
納
税
資
金
、

遺
産
分
割
の
代
償
金
、
遺
留
分
の
侵

害
、
家
業
の
承
継
費
用
な
ど
の
支
出

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
想
定
さ
れ
る
課

題
を
金
銭
に
見
積
る
と
多
額
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
金
銭
で
今
す
ぐ
用
意

で
き
る
の
が
共
済
や
保
険
な
の
で
す
。

共
済
の
効
用

　

蓄
え
で
生
き
る
高
齢
化
社
会
で
は

必
要
以
上
の
収
入
を
期
待
で
き
ず
、

ま
と
ま
っ
た
資
金
も
入
っ
て
こ
な
い

時
代
だ
か
ら
、
共
済
の
役
割
が
見
直

さ
れ
て
い
ま
す
。
月
々
の
家
計
費
を

40
万
円
と
し
、
生
活
の
立
て
直
し
期

間
を
10
年
と
す
る
と
年
利
１
％
で
毎

月
40
万
円
を
生
み
出
す
元
金
は

４
，６
０
０
万
円
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
元
金
を
貯
金
で
準
備
す
る
と
毎

月
10
万
円
積
み
立
て
て
も
40
年
か
か

る
計
算
で
す
。
共
済
は
契
約
し
た
途

端
に
目
標
と
す
る
金
額
を
満
た
し
て

く
れ
る
の
で
そ
の
効
用
は
大
き
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

養
老
生
命
か
終
身
共
済
か

　

い
ず
れ
の
共
済
も
必
要
と
す
る
保

障
額
を
得
ら
れ
ま
す
が
、
養
老
生
命

は
満
期
が
到
来
し
て
途
中
で
契
約
が

消
滅
し
て
し
ま
う
の
に
対
し
て
、
終

身
共
済
は
相
続
が
始
ま
る
ま
で
保
障

が
続
き
、
相
続
開
始
時
に
目
標
と
し

た
共
済
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
で
す
。

し
か
も
一
定
額
ま
で
非
課
税
と
さ
れ

る
の
で
相
続
対
策
の
恰
好
の
手
段
に

な
っ
て
い
ま
す
。
相
続
が
開
始
し
た

時
に
必
要
な
資
金
を
必
要
と
す
る
人

に
支
払
わ
れ
る
共
済
金
は
確
か
な
遺

言
と
も
い
え
ま
す
。

誰
の
た
め
に
加
入
す
べ
き
か

　

共
済
金
は
相
続
開
始
に
よ
っ
て
資

金
を
必
要
と
す
る
人
を
受
取
人
に
し

ま
す
。
生
計
を
支
え
祭
祀
を
主
宰
し

て
い
く
人
、
家
業
を
継
承
す
る
人
、

被
相
続
人
の
債
務
を
負
担
し
家
産
を

守
っ
て
い
く
人
、
被
相
続
人
の
生
活

と
仕
事
を
相
い
続
け
る
人
た
ち
で
す
。

就
学
中
の
子
や
孫
た
ち
も
対
象
に
な

り
ま
す
。

共
済
掛
金
の
払
い
込
み

　

相
続
対
策
と
し
て
加
入
す
る
生
命

共
済
は
、
対
象
者
が
被
共
済
者
に

な
っ
て
共
済
掛
金
を
負
担
し
、
受
取

人
を
指
定
す
る
の
が
役
に
立
つ
契
約

形
態
で
す
。
掛
金
の
原
資
は
被
相
続

人
の
収
入
ま
た
は
蓄
財
と
し
て
の
預

貯
金
を
当
て
ま
す
。
払
込
期
間
に
余

裕
が
あ
る
場
合
は
月
払
か
年
払
い
と

し
、
相
続
が
近
い
将
来
に
想
定
さ
れ

る
場
合
は
全
期
前
納
払
い
と
か
一
時

払
い
と
し
ま
す
。
必
要
な
保
障
額
を

得
る
に
は
掛
金
負
担
も
比
例
し
、
ま

と
ま
っ
た
資
金
が
必
要
で
す
。
有
価

証
券
や
遊
休
地
を
譲
渡
換
金
す
る
な

ど
、
財
産
の
組
み
換
え
に
よ
っ
て
最

適
な
財
産
構
成
に
し
て
お
き
ま
す
。

納
税
資
金
を
準
備
す
る

　

被
相
続
人
の
財
産
を
診
断
す
る
と

相
続
税
の
総
額
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
預
貯
金
の
現
在
高
に
、
近
い

将
来
の
入
金
額
を
加
え
、
見
込
ま
れ

る
臨
時
の
支
出
額
を
控
除
し
て
金
銭

納
付
額
を
算
定
し
ま
す
。
不
足
額
は

延
納
と
し
ま
す
。
な
お
不
足
す
る
場

合
は
借
入
れ
を
す
る
か
土
地
を
譲
渡

し
ま
す
。
延
納
後
10
年
以
内
の
特
定

物
納
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
納
税
想
定
額
相
当
の
終
身

共
済
に
加
入
し
て
確
か
な
納
税
を
準

備
す
る
の
も
賢
明
な
解
決
策
で
す
。

家
族
の
生
活
保
障

　

少
な
く
と
も
、
法
定
相
続
人
一
人

当
り
５
０
０
万
円
の
非
課
税
金
額
を

目
標
と
し
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に

い
く
ら
か
か
る
か
、
配
偶
者
の
生
活

費
、
子
ど
も
の
教
育
費
、
子
ど
も
の

結
婚
・
独
立
費
用
、
家
族
の
医
療
療

養
費
な
ど
は
普
段
の
支
出
額
を
も
と

に
試
算
で
き
ま
す
。
お
よ
そ
10
年
間

の
確
か
な
収
入
が
保
障
さ
れ
る
と
遺

族
は
立
ち
直
れ
る
で
し
ょ
う
。

い
く
ら
加
入
す
べ
き
か

　

共
済
加
入
の
目
的
が
納
税
資
金
で

あ
れ
ば
、
金
銭
に
よ
っ
て
納
付
す
る

こ
と
が
困
難
な
金
額
を
加
入
目
標
に

し
ま
す
。
贈
与
ま
た
は
遺
贈
に
よ
っ

て
他
の
相
続
人
の
遺
留
分
を
侵
害
し

た
場
合
は
当
該
侵
害
額
は
現
金
で
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
侵
害
額
を

共
済
金
で
支
払
う
場
合
の
加
入
目
標

は
当
該
侵
害
額
相
当
と
し
ま
す
。
均

分
相
続
を
前
提
に
遺
産
分
割
協
議
に

臨
む
相
続
人
へ
の
、
い
わ
ゆ
る
「
判

子
代
」
は
遺
留
分
の
20
％
に
多
か
ら

ず
５
％
に
少
な
か
ら
ず
を
予
算
し
ま

す
。
代
償
金
と
す
れ
ば
遺
留
分
相
当

額
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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二重マスの文字を
Ａ～Ｄの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
10
月
の
第
２
月
曜
日
は
ス
ポ
ー
ツ

の
日
。
以
前
は
―
―
の
日
で
し
た

❷
祭
り
の
と
き
に
引
く
車

❸
―
―
雨
だ
よ
、
す
ぐ
に
止
む
さ

❹
塩
分
濃
度
は
低
め
、
麹
の
割
合
は

高
め
な
味
噌

❺
ド
ン
グ
リ
が
な
る
木
の
一
種

❼
彼
女
は
免
許
―
―
の
腕
前
だ

10
悪
臭
を
放
つ
こ
と
で
知
ら
れ
る
動
物

12
傘
が
た
く
さ
ん
重
な
っ
た
形
の
食

用
キ
ノ
コ

14
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
演
奏
に
も
使
わ
れ

る
弦
楽
器

16
玄
関
の
上
が
り
―
―
に
腰
か
け
て

話
し
た

17
秋
に
も
お
い
し
い
紫
色
の
野
菜

19
教
育
、
勤
労
、
納
税
は
国
民
の
三

大
―
―
で
す

〈
応
募
の
方
法
〉

・ 

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住

所
、
氏
名
、
年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送

付
（
住
所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、

ま
た
は
各
支
店
・
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

右
の
二
次
元
コ
ー
ド
で
も
応
募
で

き
ま
す
。
ご
応
募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ

い
管
内
（
行
田
市
・
鴻
巣
市
川
里

地
区
・
羽
生
市
・
加
須
市
）
に
お

住
ま
い
の
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

・ 

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・ 

締
切
は
令
和
７
年
10
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・ 

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
９
月
号
の
答
〉
ラ
ツ
カ
セ
イ

タ
テ
の
カ
ギ

❶
お
代
は
い
た
だ
き
ま
せ
ん

❸
転
職
を
し
た
い
が
、
い
ざ
と
な
る

と
―
―
を
踏
ん
で
し
ま
う

❻
金
箔
の
生
産
量
第
１
位
の
市
が
あ

る
都
道
府
県

❽
皿
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言
葉

❾
あ
え
る
と
パ
ス
タ
が
黒
く
な
り
ま

す11
落
ち
葉
を
か
き
集
め
る
道
具

13
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
日
に
楽
し
む
人

も
い
ま
す

15
役
場
で
―
―
証
明
を
取
っ
て
き
た

17
薪
割
り
に
使
う
刃
物

18
事
件
は
あ
っ
け
な
い
―
―
を
迎
え

た20
写
生
を
こ
う
も
い
い
ま
す

21
動
物
や
鳥
な
ど
の
集
団

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
体
調
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
暑
さ
の
中
の
農
作
業
が
む
く
わ
れ
、
豊
作
に
な
る
よ
う
心
か
ら

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
 

Ｓ
・
Ｓ

編
集
後
記

☆
8
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

　

記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
加
藤　

修
一
さ
ま
（
行　

田
）

☆
須
加　

由
実
さ
ま
（
行　

田
）

☆
和
田
る
み
子
さ
ま
（
羽　

生
）

☆
田
沼　

常
代
さ
ま
（
加　

須
）

☆
田
村　

清
吉
さ
ま
（
加　

須
）

☆
小
林　

政
男
さ
ま
（
騎　

西
）

☆
成
田
八
重
子
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
吉
田　
　

正
さ
ま
（
大
利
根
）
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